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1 SC24

SC24 に参加してきました。SC は旧称が Super-

computing Conferenceであるためそのように呼ばれ
ますが、正式名称をThe International Conference for

High Performance Computing, Networking, Stor-

age and Analysisという、高性能計算（High Perfor-

mance Computing、HPC）に関する世界最大の会議
です。SCは HPC関連分野を広く対象としており、
AI、機械学習や量子計算関連の技術なども含み、ハー
ドウェアからソフトウェアまで様々なテーマで研究
発表が行われます。また、各種HPC技術への入門セ
ミナーや学生向けのキャリア指導など、研究発表以
外にも多くのイベントが開催される点も、SCの大き
な特徴になります。加えて、SCでは企業や大学、研
究機関がブースを出展し、新しい技術や研究を紹介
する大規模なエキシビションも実施され、研究者や
開発者、学生など HPC携わる多く人が参加します。
36回目に当たる今回の SC24は、2024/11/17–22

にアメリカのアトランタで開催され、18,104人の参
加、494団体の展示がありました。これはどちらも過
去最高の数字で、AIの進歩などを背景に、HPCの重
要性が増していることを表しているように思います。
会場の雰囲気は図 1のようになります。また、SC24
のフォトギャラリー [1]にも多くの写真が掲載され
ていますので、そちらもご覧いただければ、SC24の
盛り上がりを感じていただけると思います。

2 京都大学ブース
例年、SCのエキシビションには日本の企業や学術

機関などからもブースの出展があり、SC24では大学
のスパコンセンターや理研、RISTなどのブースが
並びました。例年通り、弊センターもブースを出し

図 1: エキシビション会場の様子

ましたが、良い立地が埋まっていたため、少し落ち
着いた場所での出展となりました（図 2）。しかし、
昨年同様、RISTのスタンプラリーに参加したこと
もあり（RISTのブースから遠いにも関わらず）、多
くの来訪者がありました。その他にも、展示してい
る研究内容に興味を持ち、お声がけいただくことも
ありました。研究発表のレベルの高さはもちろんで
すが、多くの研究者、開発者が集まるため、思いが
けないところから交流が広がるという点も、SCに参
加する魅力の一つだと感じました。

3 BoF

SCでは、研究発表のセッションに加え、Birds of a
Feater（BoF）セッションも多く開催されます。SC

の BoFセッションでは、ディスカッションに加え、
対象とするテーマに関連する、最新の研究成果が紹
介されることも多く、先駆的、実験的な取り組みに
幅広くアクセスできます。ちなみに、スパコンラン
キングの TOP500も、SCの BoFにおいて発表され
ます。以下、個人的に興味を持った BoFの内容につ
いて簡単にご紹介します。
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図 2: SC24展示フロアマップ

まずは、Batch Linear Algebraについてです。Batch

Linear Algebraは、多数の独立した（小規模な）線
形代数の計算をバッチとしてまとめることで、大規
模なハードウェア資源を活用し、高い性能を実現す
るというアプローチです。特に、機械学習での需要
高などを背景に、密行列計算（BLAS演算など均一
な計算）を中心に発展しており、MAGMAなど多数
のライブラリが開発されています。一方で、不均一
な計算を含む場合、バッチ内部でデータ構造を切り
替える必要性があるなど課題も多く、統一的なライ
ブラリの整備には至っていません。この BoFでは、
個別の取り組みとして、多数の小規模で疎な連立一
次方程式をGPU上で並行に解く研究 [2]などが紹介
され、C++のテンプレートやラムダ式を活用するな
ど、Batch Linear Algebraを、不均一な計算に拡張
していくためのアイデアが共有されました。
次は、HPCにも Pythonを使うという BoFです。
近年の HPCでは分散システムやアクセラレータの
活用が不可欠ですが、そのためには、複雑な実装が必
要になることも少なくありません。そこで、Python
の簡単さを活かし、HPCのハードルを下げられない
か、ということが議論されました。合わせて、タス
ク指向型のプログラミングモデルの Pythonバイン
ディング [3]や、統一的なアクセラレータの利用を
実現するC++のライブラリであるKokkosとPython

を繋ぐ、PyKokkos [4]というコンパイラなど、最近
登場したソフトウェアが紹介されました。Numpyな
どの直感的なライブラリと比較すると、これらの習熟
には、やや高いハードルがあるように思います。し
かし、Python的な簡単な記述で、アルゴリズム等を
高度にカスタマイズできる点に魅力があるのではな
いでしょうか。HPCにおける Pythonの利用はまだ
成熟しておらず、性能やエコシステムに関して、改

善の余地が多く残されています。HPCの利用性を高
める取り組みは重要ですので、今後の発展に期待す
ると共に、私自身も貢献していきたいと思います。

4 SC25

次回の SC25は、2025/11/16–21にアメリカのセン
トルイスで開催されます。企業や学術機関の最先端
の研究、技術に触れることができますので、少しでも
興味があれば、ご参加をお勧めします。また、弊セン
ターは、SC25でもブースを出展いたします。今回の
SC24は 100 = (10 × 10) sq.ft.と少し狭めのブース
でしたが、次回の SC25では二倍の広さ（200 sq.ft.）
のブースを選択しました。広いスペースを活かして、
弊センターのスパコンや研究成果を紹介する魅力的
な展示を行う予定です。繰り返しになりますが、ブー
スでの研究成果の紹介は、国内外の研究者と繋がる
良い機会になります。スパコンユーザーの皆さんの
研究成果も展示できますので、興味があれば、ぜひ
鈴木までお問い合わせください。
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